特定非営利活動法人むぎの花
令和２年度事業計画書（案）
１　事業実施の方針

様々な個性と共存しながら地域で働き自立をめざすということは、誰もが望み、社会の政策ともなっています。本法人の理念の中核がここにあります。
事業の大きな柱である障害者総合支援法の下での障害者就労継続支援事業（Ａ型、Ｂ型）は９年目となります。

年度早々に新型コロナウィルス問題が発生しています。まずは消毒と安全な衛生管理を事業所とご利用者個々人においても確実にしていくという貴重な経験を積んでいます。カフェは４月７日から５月１６日まで休業いたしましたが、サービスを続けていくことがご利用者の心身の安定に大切であることの意味を実感しています。

Ａ型事業としてのベーカリーカフェは、「お客様に喜ばれるものを作って」「働く」ことが、社会人を育てることにつながるという信念のもとに進めていきます。
Ａ型は、今後最低賃金１０００円までのアップや、社会保険の適用などが２・３年前から国の課題として挙げられています。このことを視野にいれて進めなければなりません。

何が強みか。「野菜を活かしたパン屋」「体にいい原材料を使用している」等々のネット上での反応は活かしていきたいと考えています。
　高度な発酵食品であるベーカリーの技術は、職業指導員の努力もあり昨年度から今年度に続けて安定してきています。近頃、食パンブームですが、主食の一旦を担う食品でることを念頭に安心・安全な質のいいパンを作り、誇りをもって働いていきます。

「カフェ」事業もまたパンのおいしさとＢ型の野菜を工夫した安心安全なランチメニューで進めていきます。今年度はさらに前年度の経験を生かして接客技術も磨いていきます。

パン生地を作る、パンを成型する、具材を作る、ランチを作る、接客をする、清潔を保つ、また事務業務を進める等々を、ご利用者の技術で進められるよう支援していきます。このことが、ご利用者の自立につながることを念頭に進めていきます。
Ｂ型事業は、地元農産物と手織りと軽作業（内職）の３本柱のもとに前年度実績の質をさらに深めて展開していきます。農産物生産販売については、前年度売り上げが２００万円台になりちょっぴり喜びました。さらに減農薬野菜・地元生産を強みにして農産物の漬け物、乾燥野菜、ジャム加工、ジュース作り等の技術もより進展した形にしてまいります。そしてご利用者にゆっくりと伝えて「働き」ます。

手織り事業は、織り手が増えました。市内の喫茶店やNPO団体での販売を継続するとともに、ネット販売を実施し、広く販路拡大の努力をしていきます。これらの計画にご利用者が直接・間接に携われるプログラム作りをして、やりがいがあるよう進めていきます。
また、季節や天候、体調等に左右されない内職作業は欠かせない事業です。より単価がいい仕事を開拓する努力と仕事の質をあげていくことを意識して進めていきます。昨年度から準備を進めているフェアトレードコーヒー焙煎後の豆の選別等の仕事を社会的な意味も理解しながら進めます。
平成２５年より施行されている障害者優先調達法に基づく行政からの仕事についても昨年度同様開拓してけたらと考え、豊明市自立支援協議会の就労支援部会が復活するよう働きかけていきます。
Ａ型B型ともに、ご利用者が誇りをもって働き一般就労につなげていける事業所にし、職員もその喜びを共有して働けるようにして参ります。

職員の力量アップは、事業の根幹です。福祉サービスの専門分野の学習・研修を「研修補助金制度」の活用を活かし、丁寧に進めていきます。また、職場のコミュニケーションをスムーズにし、サービスがより有効に提供できるよう前年度の反省の上にたって「人物評価表」を活用し重点的に行っていきます。
指定障害福祉サービス事業者となって、種々の事業者や支援機関、団体様との横のつながりがいかに力になるかを経験しています。ご利用者の就労や自立にとっても必須の要素です。職員ひとりひとりが他機関との情報交換経験を積み重ね実力をつけていくよう努めます。
地域の方々は言うに及ばず裾野を広げて理解を得ていくために、会報誌Medakaの充実と特にホームページの充実につとめます。会報誌作成、ホームページ運営などもご利用者の大切な仕事としていきます。
当法人には、ボランティアを長期に続けている方々がいます。ご利用者を育てる力においても、法人の客観性を高めるためにも、物づくりにおいても存在感のある活動をしていただいています。ボランティアさんの存在は法人の大切な財産です。活躍の領域の広がりをゆっくりと進めていきます。　

ＮＰＯ法が施行されて２０年。どの団体も事業承継問題がクローズアップされています。
承継を進める為にも今年度は、日常事務業務のIＴ化をゆっくりと進めITのリスク管理をしつつ業務効率と軽減を図ります。また昨年度末から全事業所の電灯のＬＥＤ化を進め５月に工事終了しました。リース契約等を駆使し事業所運営の省エネ化も進めていきます。
そして、当法人の主事業である指定障害福祉サービス事業の管理者・サービス管理者が４月から法人内部の人材で世代交代いたしました。この事業の新組織体制図の下、力を合わせて新しい風をとりいれつつ進めてまいりますので、皆様の厳しくもやさしいご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

　
２　事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

ア　障がい者雇用事業

　　サービスご利用者が正社員となることは当法人の理念実現のひとつの姿です。実現にむけて努力を継続します。
イ　相談事業

（ア）事業内容

　障がい者の就労に関する相談と、幼少者の就学等に関する随時の相談

（イ）実施予定日時

　年1回と随時

　（ウ）実施予定場所

　　　　当事務所ならびに市内外事業所

　（エ）従事者の予定人数

　　　　社員など４名

　（オ）受益者の予定人数

障がい児・者とその保護者多数

（カ）収入見込み額

　　　　０（千円）

（キ）支出見込み額

　　 ０（千円）

ウ　障がい者とともに行うボランティア事業

（1） 事業内容

むぎの花に係ってくださるボランティアメンバーの組織強化を図る。

事業所周辺の道路の清掃

（イ）実施予定日時

随時
　（ウ）実施予定場所

　　　むぎの花A型、B型事業所
　（エ）従事者の予定人数

　　　社員など３名と近隣市民、障がい者数名

　（オ）受益者の予定人数

一般市民多数
　（カ）収入見込み額

　　　０（千円）

　（キ）支出見込み額

　　　０（千円）

エ　障がい者の芸術文化啓発事業

（ア）事業内容

　今年度は実施せず。
　　　　　

　オ　障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業

（ア）事業内容

　　　障害者総合支援法の下での就労継続支援Ａ型事業とＢ型事業を行う。Ａ型事業の中核はパンの「製造」「販売」「喫茶」である。またＢ型事業は、農業をコンセプトにした店舗運営を軌道にのせ、工賃向上をはかっていく。
　　　
就労継続支援事業所として、労働の習慣性、完成度、人間関係調整力、実社会で生きていく力をつけられることを強く意識したサービスを提供する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（イ）実施予定日時

　　　　令和２年年４月１日から令和３年３月３１日まで

　　（ウ）実施予定場所

　　　　就労継続支援事業所「むぎの花」

　　　　豊明市間米町純堀１８２０（Ａ型）

　　　　豊明市間米町純堀１８２１（Ｂ型）

（エ）従事者の予定人数

　　障害のある利用者２０名

（オ）収入見込み額

　　Ａ型　３８，０００（千）円

　　Ｂ型　１７,０００（千）円

（カ）支出見込み額

　　Ａ型　３７，５００（千）円

　　Ｂ型　１６,５００ (千) 円
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